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昨年仙台にて開催された第３９回

日本高血圧学会総会（２０１６年９月

３０日～１０月２日）において、医師

夫婦の職場・家庭における男女共同参

画（*）について、三組の医師夫婦の

招致講演が行われました。 

当院内科の佐々木誠一・万里代医師

夫妻も民間病院勤務代表として講演

し、その内容が『Medical Tribune』

紙に紹介掲載されましたのでご紹介

させていただきます。 

当院の職場環境の特徴として、男女

共同参画の視点から➀院内保育園の

完備、②盛んなワーク・ライフバラン

ス推進活動の二つがあげられます。 

男女共同参画は、働く女性が増えた

昨今、特に女性職員の占める割合の多

い当院でも不可避の課題です。 

本誌では、佐々木誠一・万里代医師

夫妻の Medical Tribune 紙掲載文（同

編集者による講演の一部抜粋）ととも

に、当院のこれまでの男女共同参画へ

の取り組み・あゆみについて、ご紹介

させていただきます。 

職員それぞれが輝ける場としての職

場を、職員みなで目指していきたいも

のです。 

 

Medical Tribune 2016 年 12 月 15 日 p.9 より転載」 

紅梅 
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迫田病院の特色（～男女共同参画の視点から～） 

 

①院内保育園の完備：現ほほえみ保育園  

＜沿革＞ 

 平成 2 年 福利厚生施設、院内託児所として開設  

 平成 15 年 第 1 回宮崎県男女共同参画功労賞受賞  

 平成 20 年 学童保育開始  

 平成 27 年  託児所から保育園に移行  

 平成 28 年 10 月～ 

小規模型事業所内保育事業として認可

される。（ 宮崎県内の病院を含めた事

業所で初） 

当院職員のみならず、地域のお子様の

保育も可能となった。 

また、当院での内視鏡検査の際に、小

さなお子様の保育が可能（予約要）。 

 

他医療機関が、財政的な問題で閉鎖を選択する中、

当院は迫田耕一朗理事長の、『人が育つ場所だから』と

いう思いで、開設以来これまで途絶えることなく存続

されてきました。 

男女共同参画の意識・風潮のまだ高くなかった時代

に開設され、これまで存続されてきたことについては、

第３９回日本高血圧学会総会において、座長よりお褒

めの言葉をいただきました。 

②盛んなワーク・ライフバランス（WLB）推進活動 

当院では、ＷＬＢ支援策の周知、職員向け説明会の

企画と実施、院内広報誌（迫田病院便り）への連載（働

き続けられる職場づくりについて）が行われています。 

平成 28 年 日本看護協会より、看護職のワーク・ラ

イフバランス推進  看護ザウルス賞を受賞しました。 

＊男女共同参画社会とは、職場・家庭・地域生活など
多様な活動を、自らの希望に合った形で展開でき、
男女がともに夢や希望を実現することにより、ひと
りひとりの人生を豊かなものとし、男性も女性も意
欲に応じてあらゆる分野で活躍できる社会（右図）
と定義されています。 白梅 
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